
デジタル・シティズンシップ教育の推進
三鷹市教育委員会指導課（令和７年４月）

三鷹市教育委員会では、令和４年度に各学園の代表の児童・生徒、教員、ＣＳ委員による熟議を開催し、「三鷹市デジタル・シティズン
シップ育成指針（令和４年３月）」を策定しました。各学校においては、「三鷹市デジタル・シティズンシップ育成指針」に基づき、デジタ
ル・シティズンシップ教育を推進するようお願いします。

三鷹市デジタル・シティズンシップ育成指針
三鷹市教育委員会では、デジタル機器のよりより使い手となるために考え行動する子どもたちの育成

を目指していきます。
デジタル・シティズンシップを「デジタル技術の利用における適切で責任ある行動規範を自ら考え行

動し、よりよいデジタル市民になるために必要な資質・能力」と捉え、これまでの情報モラル教育等で
実践していた限定的な危機回避や一律のルールづくりに関する学習などを発展・拡大し、子どもたち一
人ひとりが積極的に自分の事として考え、子ども同士の対話や大人と子どもとの対話などを通して、
「人間力」、「社会力」を主体的に発揮できる子どもたちの育成を目指します。
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２特別の教科 道徳における取り組みの推進

これまでも各学校は、特別の教科 道徳の時間において、
内容項目との関連を踏まえつつ、情報モラルに関する指導の
充実を図っています。これらの取り組みを更に発展させ、子
どもたちが自ら考え、議論することを通して、自ら考え
行動できる子どもの育成を目指します。

各学園・学校において、デジタル・シティズンシップ教育の推進に向けて、以下のような取り組み等を進めていただくよう、お願いします。

学園・学校における熟議

三鷹市デジタル・シティズンシップ育成指針に基づき、令
和５年度に作成した「私の行動宣言集」などを活用し、児童
会・生徒会役員が中心となったり、各学級や学年で協議した
り、ＣＳ委員やＰＴＡと協働しながら、各学園・学校に
おいて、熟議を開催します。

活用型情報モラル教材
「GIGAワークブックとうきょう」の活用

これまでの情報のリスクのみ強調されがちであった情報
モラル教育をリスクだけでなく、上手な情報活用の方法と
セットにして、45分での実施のみならず、15分といった
短い時間でも学ぶことができます。

カリキュラム・マネジメントによる資質・能力の育成

各教科等の指導の中で、学習の基盤となる資質・能力の一
つである情報活用能力と合わせて、デジタル・シティズン
シップを育成してます。その際、各教科等の目標や内容、
本誌の❶～❸を計画的・効果的に活用します。
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